
〔
彙

報
〕

平
成
二
十
一
年
度
相
愛
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
比
較
文
化
を
語
る
」

場
所
・
教
室
（
時
間
）
南
港
学
舎
・
Ｒ
四
〇
一
（
午
後
二
時
か
ら
四
時
）

日
程
・
題
目
・
講
師

二
〇
一
〇
年
二
月
六
日
（
土
）

文
化
の
受
容
と
変
貌

│
月
の
伝
説
・
詩
・
歌
を
中
心
に
│

本
学
教
授

孫

久
富

二
月
二
十
日
（
土
）

三
国
（
印
度
・
中
国
・
日
本
）
に
亘
る
浄
土
真
宗
の
展
開

本
学
教
授

紅
楳
英
顕

二
月
二
十
七
日
（
土
）

身
体
と
し
て
の
国
家
を
め
ぐ
っ
て

│
明
治
国
家
思
想
の
ひ
と
コ
マ
│

本
学
准
教
授

嘉
戸
一
将

三
月
六
日
（
土
）

こ
と
ば
の
違
い
か
ら
文
化
を
読
む

本
学
教
授

木
下
有
子

三
月
十
三
日
（
土
）

宗
教
儀
礼
論
の
再
考

│
比
較
文
化
の
観
点
か
ら
│

本
学
准
教
授

小
野

真

人
文
科
学
研
究
所
主
催

公
開
講
演
会

二
〇
〇
九
年
七
月
十
五
日

相
愛
大
学
南
港
学
舎
に
て

〔
研
究
発
表
〕

中
国
に
お
け
る
日
本
観
の
変
遷

中
国
・
東
北
大
学
外
国
語
学
院

日
本
語
学
部
准
教
授

王

岩

人
文
学
部
外
国
人
研
究
員
と
し
て
来
日
さ
れ
た
王
岩
氏
を
む
か
え
て
、
右
記
の
表
題
の
も

と
、
特
別
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。
名
称
は
公
開
講
演
会
で
あ
る
が
、
そ
の
実
は
人
文
学

部
教
員
と
の
研
究
会
を
目
論
ん
だ
。
一
時
間
半
の
発
表
、
そ
の
後
休
憩
を
挟
ん
で
一
時
間
半

以
上
の
活
発
に
し
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
日
本
の
「
出
来
事
」
に
つ
い
て
外
国
人
が

日
本
語
で
発
表
し
、
そ
の
後
我
々
日
本
人
と
日
本
語
で
微
に
入
り
細
に
入
っ
た
討
論
を
し

た
。
王
岩
氏
の
日
本
語
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
境
を
越
え
て
あ
る
学
問
の
持
つ
醍
醐
味
を

味
わ
っ
た
幸
福
な
時
間
で
あ
っ
た
。

な
お
、
発
表
は
前
半
が
「
中
国
に
お
け
る
日
本
観
の
変
遷
」、
後
半
の
発
表
が
「
日
本
扇

に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
本
号
に
は
後
半
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

編
集
後
記

５
回
に
わ
た
る
公
開
講
座
で
の
講
演
と
、
人
文
科
学
研
究
所
主
催
で
行
わ
れ
た
相
愛
大
学

公
開
講
演
会
で
の
王
岩
氏
の
発
表
を
も
と
に
し
た
ご
寄
稿
を
ま
と
め
て
、「
研
究
年
報
」
第

４
号
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
近
年
、
中
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
伴
い
、
中

国
の
大
学
か
ら
の
研
究
者
の
受
け
入
れ
も
活
発
に
な
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２０
年
度
人
文
学
部

外
国
人
研
究
員
と
し
て
来
日
さ
れ
た
王
岩
氏
、
平
成
２１
年
度
人
文
学
部
外
国
人
研
究
員
と
し

て
来
日
さ
れ
た
鄭
慧
娜
氏
、
そ
し
て
平
成
２１
年
度
人
文
科
学
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
来
日

さ
れ
た
東
北
大
学
大
学
院
の
趙
芸
氏
と
優
秀
な
研
究
者
が
相
愛
大
学
に
籍
を
置
き
、
日
本
文

化
に
直
接
触
れ
な
が
ら
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
鄭
慧
娜
氏
の
研
究
課
題
は
「
殉
死
認
知
と
三

島
由
紀
夫
小
説
の
芸
術
性
」
で
あ
り
、
趙
芸
氏
の
課
題
は
「
茶
道
に
お
け
る
和
、
敬
、
清
、

寂
の
源
流
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
っ
た
。
当
研
究
所
の
「
研
究
年
報
」
が
そ
の
よ
う
な
方
々

の
研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
な
り
え
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
今
後
も

当
誌
の
新
た
な
役
割
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

公
開
講
座
の
共
通
テ
ー
マ
は
「
比
較
文
化
」
で
あ
っ
た
。「
比
較
文
化
」
は
一
見
、
使
い

古
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
代
に
お
い
て
は
こ
の
テ
ー
マ
を
論
ず
る
新
た

な
意
義
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
従
来
は
、
古
い
伝
統
に
立
脚
し
た
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
文
化
を

相
互
に
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
際
立
た
せ
つ
つ
、
文
化
の
本
質
を
問
う
こ
と
に
意
義
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が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
通
信
網
が
発
達
し
、
情
報
の
流

通
が
か
つ
て
な
い
広
が
り
を
み
せ
る
現
代
に
お
い
て
、
資
本
主
義
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う

無
国
籍
で
あ
り
同
時
に
ど
の
文
化
に
も
浸
透
し
う
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
個
別
の
伝
統
的
文

化
と
せ
め
ぎ
あ
い
を
演
じ
て
い
る
。
西
洋
近
代
発
で
あ
る
こ
の
二
つ
を
中
核
と
す
る
シ
ス
テ

ム
は
、
金
融
資
本
主
義
と
人
間
不
在
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
純
化
さ
れ
た
形
態
に
進
化
し

て
、
自
分
を
生
み
出
し
た
欧
米
社
会
を
も
混
乱
さ
せ
る
モ
ン
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
現
代

の
「
比
較
文
化
」
は
、
個
々
の
伝
統
的
な
文
化
が
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
モ
ン
ス
タ
ー
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
せ
め
ぎ
あ
い
を
演
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
比
較
す
る
視
点
か
ら
そ
の

個
性
を
掴
む
視
点
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
分
が
生
み
出
し
た
文
化
に
翻
弄
さ
れ

つ
つ
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
模
索
す
る
欧
米
、
独
自
の
宗
教
文
化
の
枠
組
み
で
対
抗
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
、
統
制
的
な
権
力
に
よ
っ
て
慎
重
に
導
入
す
る
中
国
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
表

れ
て
い
る
。
ま
す
ま
す
混
迷
を
深
め
る
日
本
は
ま
だ
明
確
な
立
場
を
う
ち
だ
せ
て
い
な
い
よ

う
に
思
え
る
。「
比
較
文
化
」
を
意
識
し
て
な
さ
れ
た
一
連
の
公
開
講
座
や
本
年
報
が
、
こ

の
よ
う
な
問
題
を
思
索
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
小
野
）
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